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小柴昌俊博士の受 業績
「宇宙ニュートリノの検出にパイオニア的貢献」

ニュートリノ

新星

カミオカンデ検出器が
捕らえた 新星からの
ニュートリノ

我々の 河に 接する大マゼ
ラン星 （左図）で こった
新星爆発で大量のニュート

リノが作られ、およそ17万年
かけて地球に到達した。上図
では、地球を突き抜けてカミ
オカンデ検出器の左下から
入ってきたニュートリノが水
中で 子と衝突し、右上方に
光のリングが検出されている
のが分かる。

小柴博士は、岐 県神岡 山
の地下にカミオカンデ検出器
（左写真）を建 、世界に先
駆けて宇宙からのニュートリ
ノの直接観測を始めた。これ
により「ニュートリノ科学」
と呼ぶべき新しい活発な分野
を創り出し、素粒子物理学と
天文学に重要な発見・進展を
もたらした。

17
万
光
年

1987年2月に きた400年ぶりの
新星爆発の際には、カミオカ
ンデ検出器は人 史上初めて
新星からのニュートリノを捕ら
えた。ニュートリノを使うと光
では観測できない星の内 を直
接探ることができ、爆発のメカ
ニズムを検証した。

写真提供：東京大学

大マゼラン星
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ニュートリノ
子と同じく最も基本的な「素粒子」の一つ。重さなど詳しい
性 はいまだ不明。太 など星の内 で大量に作られ、光と同
じように地球に降り注いでいる。物 とはほとんどぶつからな
いため、我々の体を毎秒何兆個も突き抜けているが何も感じる
ことはない。

カミオカンデ検出器
純水3000トンの水槽と1000
個の光センサー（右写真で
半球状のもの）から成る。
岐 県神岡 山の地下約
1,000メートルに建 され
て1987年より宇宙からの
ニュートリノの観測を開始
した。（写真は建 時）

ニュートリノ研究はその後スーパーカミオカンデ（純水5万ト
ン）に引き継がれ、ニュートリノには微少な重さがあること
を発見、筑波のＢファクトリ加速器（KEKB）と共に、日本が
世界に る素粒子物理学の実験施 となっている。

新星
新星とは、星がある日突然 常に
明るく輝き出すもので、星の一生最
期の大爆発と考えられる。大爆発の
エネルギーのほとんどはニュートリ
ノとして飛び出し、星は中性子星や
ブラックホールとなる。

左写真：1987年の 新星を7年後にハッブル
望遠 で観測したもの。リングは爆発後の
ガスによるものと考えられる。

写真提供：東京大学
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